
調査の概要Ⅱ

１ 調査の目的
義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状
況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学校における児童
生徒への学習指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、そのような取組を通じて、教
育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

２ 調査対象の学年
・小学校第６学年、義務教育学校前期課程第６学年、特別支援学校小学部第６学年
・中学校第３学年、義務教育学校後期課程第３学年、中等教育学校前期課程第３学年、
特別支援学校中学部第３学年

３ 調査事項
（１） 児童生徒に対する調査
ア 教科に関する調査
小学校調査は、国語、算数及び理科、中学校調査は、国語、数学及び理科。国語、算数・数

学及び小学校理科は、冊子を用いた筆記方式で実施。中学校理科は、一人一台端末等を用
いた、文部科学省CBTシステム（「MEXCBT」という。）によるオンライン方式（以下「CBT」
（= Computer Based Testing）という。）で実施。
イ 質問調査
学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する質問調査は、一人一台端末等
を用いたCBTで実施。

（２） 学校質問調査
指導方法に関する取組や教育条件の整備の状況等に関する質問調査を、オンライン方式
で実施。

４ 調査実施日等
（１） 児童生徒に対する調査

（２） 学校質問調査
 令和７年４月１日火曜日から同年４月17日木曜日までの間

令和７年度全国学力・学習状況調査

知識及び技能
思考力、判断力、表現力等

小学校調査 中学校調査

国語及び算数・数学 令和７年４月17日木曜日

理科 令和７年４月17日木曜日
令和７年４月14日月曜日から

同年４月17日木曜日までの間で、

各学校の希望を踏まえて文部科学

省が指定する日

（理科と質問調査は同一日）

質問調査

令和７年４月18日金曜日から

同年４月30日水曜日までの間で、

各学校の希望を踏まえて文部科学

省が指定する日
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５ 調査日（４月１７日）に調査を実施した公立学校数、児童生徒数

小学校調査
学校数
（校）

児童数（人）

国語 算数 理科

全国（公立） １８，２８９ ９３６，１３７ ９３６，３９９ ９３６，５７６

福岡県（公立） ６９３ ４２，１４３ ４２，１５９ ４２，２１７

福岡教育事務所 １１９ ９，７０６ 9,７０7 ９，７２６

北九州教育事務所 ４４ １，７６２ １，７６１ １，７６１

北筑後教育事務所 ７８ ４，２０９ ４，２０８ ４，２０７

南筑後教育事務所 ７７ ２，８６６ 2,865 2,867

筑豊教育事務所 53 2,227 2,234 2,237

京築教育事務所 45 1,454 1,456 1,457

指定都市 272 19,910 19,919 19,953

県立学校 5 9 9 9

中学校調査
学校数
（校）

生徒数（人）

国語 数学 理科

全国（公立） ９，２９１ ８７０，５６０ ８７１，０９７ ８６４，６３４

福岡県（公立） ３４０ ４０，２８４ ４０，３２３ ４０，２２１

福岡教育事務所 59 9,508 9,511 9,523

北九州教育事務所 19 1,746 1,750 1,734

北筑後教育事務所 34 3,864 3,871 3,895

南筑後教育事務所 34 2,775 2,778 2,788

筑豊教育事務所 28 2,159 2,163 2,153

京築教育事務所 20 1,391 1,392 1,392

指定都市 134 18,378 18,395 18,271

県立学校 12 463 463 465

 福岡県全体を各地区等に分けて表すと、学校数や児童生徒数等には違いがあ
ります。そのため、他地区（他校）の取組を参考にしながらも、各地区（学校）にお
ける丁寧な実態分析に基づいた取組の推進が重要です。

※調査日：中学校理科については4月14日から4月17日
学校数：国語、算数・数学、理科、児童生徒質問のいずれか１つについて「児童数」「生徒数」集計の対象者が属する学校の数
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６ 調査問題の設問数及び問題形式

小学校調査 中学校調査

教科 国語 算数 理科 国語 数学 理科

設問数 14問 16問 17問 14問 15問 22問

選択式 9問 6問 11問 8問 3問 15問

短答式 3問 6問 4問 2問 7問 1問

記述式 2問 4問 2問 4問 5問 6問

令和7年度全国学力・学習状況調査では、教科調査のうち、中学校理科においてCBT及びIRTが導
入されました。ここではCBTについて説明します。

１ CBTとは
コンピュータ使用型調査のことです。これに対して、冊子を用いた筆記方式の調査をPBT(Paper

Based Testing）といいます。
文部科学省は、CBTを活用する意義として次のようなことを挙げています。
① 解答データを機械可読のビッグデータとして蓄積できる。
② ICT端末上で出題・解答することで、多様な方法・環境での出題・解答が可能になる。
③ 電子データにより問題・解答を配信・回収することで負担を軽減。

２ 中学校理科のCBT問題の構成
〇 非公開問題は幅広い内容・難易度等の問題を出題しており、生徒ごとに異なる問題を解く。

３ 令和8年度以降の教科調査のCBT化について
令和8年度は、中学校調査のうち英語のみCBTで実施。
令和9年度は、小学校調査、中学校調査ともにCBTに全面移行。

※中学校理科は、公開問題の数。

中学校理科調査について～CBT編～
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〇 公開問題と非公開問題を組み合わせて構成。
〇 生徒一人が解く問題数は26問。このうち、公開問題
が10問、非公開問題は16問。
〇 公開問題は全22問。全日程に共通する問題（6問）
と実施日別の問題（4問×4日分＝全16問）がある。
調査実施期間（4日間）のうち、同じ調査日に実施する
生徒は同じ公開問題を解く。

文部科学省説明資料より
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